





マテオ, マルコ, ルカ, ヨハネの福音書と使徒行録はイェズス・キリストが生涯を通じて切に望
み, 教え, 行い, 証したこと (教行証) を集録し, キリストが示した ｢人間｣, 特に ｢人生｣, ｢死｣
と ｢死後界｣ の理想を紛れもなく, 誠実に伝えている. キリストは, 自分の養父ヨゼフの苦労と死
を初め, 大勢の人々の極貧, 搾取, 窮苦と死を目撃したに違いないが, 福音書はその一部しか伝録

















キリストと弟子達の親友であり, 宣教活動の合間に, 彼らに憩いの場を提供していた. キリストは,
エルサレムで三度目の過越祭を祝うために, 弟子達と共に都へ向かう途中でラザロの急死が彼に伝
わった. キリストがラザロの家に着いた時には彼の葬儀は終わって四日間も経っていた. 福音書は












社会の新しい秩序と自他の永遠真福へ導く道としての ｢相互誠愛｣                            を強く薦めた. さらに, 自分が教行証してきた愛神愛人の道を歩む信
奉者の迫害, 世間による憎しみと来生永福の獲得を予告し, 父なる神からの      の派遣を
約束した. 一方, 拒神拒愛又は自己中心の道を歩み, それを誇りとして生きる者達に, 神の恵愛を
伴わない永遠禍苦の来生を警告した. そしてキリストは弟子達, その信奉者と自分のために神に祈っ
た後, 晩餐会の頂点として自分の死の意味, 価値と役割について語り, 永福と地上において自分
との一致の至聖な秘跡 (          , ミサ) を制定した.                                                                                                                     新            
(マテオ,26・26 29；マルコ,14・22 25；ルカ,22・15 20)(35).
最後の晩餐会を終え, 自分の人 の最高の目的であった ｢愛神愛人の教行証｣ の決定的な時点,
｢愛神愛人の無上証明｣, 即ち逮捕, 人々の嘲弄, 不公平な裁判, 十字架の道と死を目前にしたキリ
ストは心の動揺を鎮めるためと父なる神の御旨を再確認するために十一人の弟子達を連れて, ｢葡
萄の園｣ へ向かったのである. 福音書は父と対談するキリストの姿をこう描いている.                                              園の奥に                                                                                                       飲むべき    死の                                                       眠っていた三人の弟子達の所に                         







































人類の永遠禍福を判定する権利を主張し, その根拠として次のような事実をあげている. 先ず, 神
は自分の独り子であるキリストをこの世に派遣したのは暴君の様にこの世を独裁し, 自ら実践しな
い綺麗事と地上の楽園を約束しながら弱者を搾取し, その人権を踏みにじるためではなく, 人類を
愛し, その罪悪がもたらす永遠の禍苦から開放し, 悔い改める者に永福参加を恵むためである. 次
に, キリストは一生を通じて父なる神の御旨を行ない, 特に自らの死によって万人の諸罪を贖償し,
人類を神と和解させる事によって神の永福への参加を可能とした. そして, 神はキリストを復活さ









そしてクリスチャン, 修道女, 司祭, 司教, 主司教や枢機卿になり, 自分は必ず天国でキリスト
との晩餐会が確約されていると思い込み, クリスチャンの本分とその使命よりも世俗的で一時的な
価値を最優先して人生を楽しみ, 死の準備を怠る者にキリストはこう警告する.                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           花婿, つまりキリストは                  死ぬ             (マテオ,25・１ 13)(44).
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人類の歴史においてあらゆる時代に見られるが, 特に最近, 聖俗両界の ｢      ｣ を人生
の生き甲斐とする ｢新時代運動の信奉者｣ [        ] は人間の現世においても正邪, 善悪や真偽
の区別を否認し, 死後の来生においても今生の正邪, 善悪や真偽の生き方に対して正邪, 善悪や真
偽の成果, つまり報酬 (自業の自得) もなく, 善人も悪人も, 愛神愛人を生きた者も拒神主義者や
無神論者も, 凶悪の加害者も被害者も, 極貧の者も億万長者も, 戦犯者も慈善行者も ｢皆平等｣ に
喩えのない神の慈愛に包まれて, 最終的に ｢天国｣ の栄光とその境遇を獲得するという耳に優しい
が途も轍もない勝手気まま主義を提唱する. しかし, キリストはやはり死後の永福, 又は永禍のこ
とを明確に教えている. つまり, 全身全霊を尽して ｢愛神愛人｣ の道を生きようとする人々に神の
恵愛, 善智, 歓喜等に溢れる永福参加の死後 (天国) を確約する. 一方, 如何なる人物, 私利私欲,
財宝, 権力や名誉等を絶対視したり, 神聖化したり, 神格化したり, 又はそれらを不可侵的な価値
と見做したり, 自他人生の最高無比の目的や生き甲斐としたりして ｢正しい愛神愛人｣ の道に背い
て生きていた者達にキリストは神の名において, 神の恵愛とそれに伴う慶福を欠く永遠禍苦の境遇
(地獄・永遠の罰) を警告する. 禍福的な死後の運命をわけるのは ｢愛人｣ 的と自己本位的や抽象





永遠の天国も永遠の地獄 (禍苦) も認めず, 真理も偽りも弁えず, 正善と邪悪果報法も軽んじ, 自
己中心で自己本位的に生きる者たちに ｢                               ｣ 信じないだろうと語られたことがある. キリストはこのような人々に人間生命の死後,
神の正義, 生前の善悪と死後の果報, 今生における隣人愛と死後賞罰との依存関係, 天国の聖性と






















し, 誰をも強制的に不幸にしたり, 強いて永遠神福に参加させたりはしない. キリストも正伝のキ
リスト教も同様である. しかし, キリストは言うように,    [本来相反する]       [真
の神と ｢マンモン｣ つまり, 現象界的な価値や神格化された被造物]                           (ルカ,16・13) である. ｢愛神愛人｣ の道に心身を投じて生きるか,
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｢愛神愛人｣ の道に反して生きるか. キリストとその教えを愛するか, 又はキリストとその教えを
軽視したり, 拒んだりするか, どちらかである. ここは選者択一しかないが, 選ぶのも従うのも
100％の自由が永遠に保証されている. しかし, 自ら選定した生き方は死後もなお自然で必然的な
結果, すなわち神とキリストの永福に参加する, 又は神とキリストの恵愛を欠く永遠の後悔, 心の
呵責, 尽きることのない絶望と悪徳生活の果報である様々な苦しみをもたらすので (自業の自得)
ある. 神とキリストとの永遠至福に参加する事が出来るために自己中心的な愛, 派閥的な慈愛, 気
まま本位的な性愛や悪との妥協ではなく, キリストが教えた総ての真理を認め, 誠心誠意を持って
それらの実践に励む以外の道はない.
主として, 個人の永遠禍福を分けるのは神とキリストの公認, 又はその否認である. キリストを
愛するか, 反キリスト者に従うか. 唯一の神, それとも唯一神以外の被造物 (人, 富, 名声, 権力,
私利私欲等) を人生の中心において絶対視するか. 愛神愛人の生き方, それとも自己本位的な生き
方の中で自他の幸せを追求するか. 謝罪, 罪の赦しと和解, それとも憎しみと復讐の応戦に力を尽
くすか. キリストが設定した ｢秘跡｣ (特にミサ) に参加 (               ) し, 心の糧とす
るか, それともこれを迷信として排斥するか. この世で最愛のキリストとの出会いの最高の場であ
る日曜日の ｢ミサ聖祭｣ を選ぶか, それとも原則としてスポーツの娯楽やクラブ活動を最優先にす
るか. 山上垂訓 (八幸) の実践に励むか, それともそれを無視するか. 唯一神の御言葉, 特にキリ
ストの教行証を記した新約聖書と正伝キリスト教の教理を信行するか, それとも ｢新時代｣ 他のぺ
てん的預言者, 霊媒師, その信奉者, 何の役に立たない ｢超能力者｣ や占い師の呪詛会, 神懸り会
や交霊会中に受けた反キリスト教的戯言を信行するか. ここに ｢中道｣ はない.
真の宗教, 特に正伝キリスト教を蔑視する者, 被造物を ｢神｣ と見なし崇拝する者, 死んだ兇悪














キリストが我々に教示した ｢愛｣ (     ) を核とする生き方の中に, いわゆる ｢隣人愛｣ (｢善き
サマリア人｣, ルカ,10・25 37) だけではなく, 私達に害を加えた ｢罪人を赦す愛｣ (ルカ,17・３ ４),
敵のために祈り ｢敵を赦す愛｣ (ルカ,23・34；マテオ,5・43 48；ルカ,6・27 36), そして人を救うために
自分の ｢命を惜しまない愛｣ (ヨハネ,15・12 15；マテオ,26・26 29) である(49). このような愛こそ, 未
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だ他の宗教や宗祖に見られない ｢新しい生き方の掟｣ であり, 人類史上に例のない素晴らしい生き
方の理想を示し, キリストの心とその無上無比で救済的な使命感を示現する. かくした ｢愛｣ を生
きる誠実な努力こそ, キリスト教徒の生き方の公私的な心得であり, 人 の最高目的である自他永
福を得るための道であるはずである. キリストは全人類の罪を贖償する死の直前, 最後の晩餐会の




人残らず愛するだけではなく, 罪を認め, 悔い改め, 誠意を持って罪悪を償う者を赦す慈悲深い御
方である (マテオ,18・21 35；ルカ,7・36 50,15・11 32,23・34 43,24・44 49)(51). しかし同時に, 神は人が自ら選
定し, 生きた人間の諸行とその本心を各自の自己中心的な ｢眼｣ ではなく, 神の無償恵愛を源泉と
する普遍的な正義 (秩序) と自然で必然的な因果法 (自業自得) の ｢眼｣ で評価し, 各自の善悪,
その成果と本音に応じて一人一人の永遠禍福を判定する. よって, ｢クリスチャン｣ の名を名乗る
総ての者は必ず救われるということが保証されていない. 実は, 真宗教の偽善的な上層部, 言行不
一致の宗教者, 金儲けと不正に身を投じる宗教家, 悪と妥協して真理を教えない教育者, 社会的や
経済的な弱者を搾取する者, 似非のキリスト達, 偽預言者達, 誠実と慈悲心を無視して法律の形式
を重視する信奉者や小さき者に躓きを与える宗教家が天国に入るのは極めて困難であることをキリ
スト自身も述べている. 様々な折に彼は弟子たちとその信奉者に次のような警告を発する.
『[神しか知らない ｢世の終わり｣ 以前の時] ｢           がいる            いる                                                                              キ








発点とする救済計画, イェズス・キリストの贖罪的人 , 特にその死, 復活と昇天の価値, 個人の
自由決行の善悪と責任及び ｢       ｣ 現世の終末的完成の時に行なわれる公審判との関係
において理解し, 使徒の時代から一貫して教示している. 復活したキリストの昇天後, 使徒団を励















リスチャンの復活信仰, 死後永禍の懸念, 死後永福の希望と神の無償恵愛だけではなく, 断悪進善
の努力, 愛神愛人の価値, そして, キリスト自身の宣教と十字架上の死も当然無意味であり, 馬鹿












の事柄の他に ｢死の一回性｣, ｢復活｣ の意味と ｢復活した人の境遇｣ について次のように述べてい
る.                                                                                 ペトロの旧名                          つまり信仰における兄妹                                                                                                                                                                                                                                                                               という現世の秩序は神によって創設された      自ら設定した理法に逆らって              であろう                                  正伝キリスト教徒      永遠の慶福を礙げる人類の原罪とその結果であ








贖い, その罰の代価 (生け贄), 神の正義の全う, 人類に対する神の恵愛の最高表現および神の人
間との新契約の永遠証印として理解する. そして, 弟子達はキリストの名を恥とせず, その教えを
生きる者の人 , 特に苦しみに救済的な価値を認める. さらに, 神が自分とその御独り子を愛する
者のために準備された栄福は我々の想像を絶すると主張する. 使徒パウロと最初の教皇であった使
徒ペトロはこれらの真理を次のように明示する.      人祖アダム                                                        キリスト                                                                                        永福の                                                                                                      に慶福的な                                           至福       (ローマ人,5・12 6・23).                                天国        




キリストが教示したように使徒達も ｢裁きの日｣, ｢最後の時｣, ｢主の日｣ や ｢怒りの日｣ と呼ば
れる現世の終末と完成の時に, 神は人間の生前善悪とその大小に応じて各自の死後永禍や永福を最
終的に確定し, 真愛の正義とその栄光を現わすと力説する. キリストを初め使徒達は主の日が          に突然訪れるとはっきり指摘する. その前に教会の内外で偽教師, 偽預言者, 極
悪の者達と ｢偽神｣ でさえ出現し, ｢キリストの再臨が差し迫っている｣ と宣言し, 超能力をもっ
て奇跡と不思議を行う事によって多くの者, キリストの信奉者でさえ惑わされると述べている. 使







キリストが示した ｢御子の全権｣ (マテオ,28・18 20), ｢愛神愛人の生き方｣ (マルコ,12・28 31；マテ
オ,25・31 46；ヨハネ,13・30 35等), ｢山上の垂訓｣ (マテオ,5・２ 12等), ｢神とマンモン｣ (マテオ,6・24等),
｢御子の公認と否認｣ (マテオ,10・32 33等), ｢聖霊冒涜罪｣ (マルコ,3・28 30等), ｢永命のパン｣ (ヨハ
ネ,6・48 52等), ｢偽善者の不幸｣ (ルカ,11・46 48等), ｢最後公審判｣ (マテオ,25・31 46等), ｢天国と地獄｣
(マテオ,25・31 46等), ｢新しい掟 (ヨハネ,13・34 35) と ｢宣教使命と救いの根本条件｣ (マルコ,16・16；
マテオ,28・16 20；ヨハネ,6・35 58,11・26,14・１ ６,15・11 17,21・15 17) の教理を軸に使徒達は当時だけではな











｢偉人たち｣, そして, 世界の経済・軍事と政治, 取り分け, 米国・イギリス・日本・スイス・フラ
ンス・ドイツ・ロシアと中華の権力者と金持ちは            , つまり, 世界の他国,
その資源と富が彼らの私利私欲を充たすため, そして, 自由, 人権と権力が彼らの身内とその社会
の自己本位的な生活水準を確保するためにある, と勘違いしているのである. 彼らの殆どは事実上
で                                                                として振舞うのである. 高い教育を受け, 世界一流
の大学に留学し,              (自らの現行の責任の)           . 何故
かと言うと, 唯一神, 神の無償恵愛とその救いを知る能力と機会が沢山あるにも拘わらず, 神の御
鹿児島女子短期大学紀要 第44号 (2008)134
独り子が示す愛神愛人の道を求めないばかりではなく, それを嘲たり, 頑固に拒否し続けたりする
のである. 更に, 多くの先進国の上流階級, 娯楽, 映画, 芸能, スポーツ, 政経, メーソン, 新興
宗教, 新時代運動の信奉者とその宗教界, 特に豊裕層の世界を見ると                                                      つまり
堕落        . 彼らの社会の多くの                                                                             等に満ち              と言えるのではないだろうか.
使徒パウロは公私的な良心の ｢死｣, そして, その結果として永遠慶福の破壊 (死)             たちが愛神愛人の正道に立ち返らなければ,          と明言する. 現
に今生きている多くの人々の良心が既に死んでいる.
先ほど列挙した政経と娯楽等の権力者と権威者がキリストの言葉, 彼の ｢贖罪的な死, 復活と昇
天｣ を嘲笑したり, 軽視したりしているのを見ると, これらの者たちが           [か
れらを戒めたとして]             (ルカ,16・28 31) であろうが, 個人, 国家や宗教団
体の認否認と関係なく, 神は先ず死直後に個人的に, そして, 最後の公審判の時に万代万人の前で
各人に               .
我々も               [とその御独り子であるイェズス・キリスト]           [｢肉｣ において蒔く]                            [の栄
福]       という使徒パウロの言葉を真摯に受けとめ, 愛神愛人の正道に一層励むことは永
遠に後悔しない, この上のない安心感を得させる最高の ｢自愛｣ の表現ではないだろうか.
＜続く＞ 
☆ 正伝キリスト教で ｢ ｣ とは, 多神教や仏教とそれらの俗人が連想する ｢神｣ という現象界的な存在ではなく,                                                                 を意味するのである.












マテオが著した福音書によると, 昇天の直前にキリストが弟子達にこう言った.                                                                                            (28章18 20節.      50). さらに, ルカによる福音書は, キリストの昇天直前













(53) 私著 『人 の禍福的運命』 の四篇, 特に (2) 三位一体的唯一神の人格的肖像, (3) 人類始祖の最初の境遇と神の特別な恩
寵, (4) 始祖の試行錯誤的 ｢自己神格化｣ と人類の ｢原罪性｣, (5) 人間, その魂魄, 本然性質とその禍福的性向という項
目を参照.
(54) 『聖書』 (新約篇),   179.
(55)       222 223 190 191 216 288 
(56)       270 272 
(57)       238 239 342 343 363 364 241 242. さらに 『人 の禍福的運命』 の四, 特に (3) と (4) の項目を参照.
(58)       305 234 294 368 312 313 
(59)       233 234 256 259 260 
(2008年12月３日 受理)
鹿児島女子短期大学紀要 第44号 (2008)136
